







られてきている(深津， 2014)。 また ，文部科学省が公表した「グローパ




くそれを評価する必要がある 。 しかしながら 実際の学校現場では日常の授
業でスピーキング活動は行われているのに，その活動についての評価がな


























(indirect test) ，②直接テスト (directtest) ，③半直接テスト(semi-direct 
test) がある (Hughes，2003; 0 'Loughlin， 2001; Qian， 2009) 。
間接テストは，我々が測定したい能力を直接測定する代わりに，スピー
キングの下位技能や知識を問うテストである (Hughes，2003)。たとえば，

































face to face testing format) とし，半直接テストは，紙面等に指示が与えられ，
それに対する発話をテープ，コンビュータや ICレコーダ等に録音するテスト





調査研究が行われてきている(たとえば， Brown，1993; 出口， 2013;Hughes， 













スコア自体有意差は見られないという研究もある 。 たとえば，Nakamura 
(2015) は，英検テストにおいて ，従来からの対面式である直接スピーキ
ングテス トと新しく開発されたオンラインによる半直接スピーキングテス
トのスコアの比較及び学習 者のテス ト形式の好みの調 査を行った。
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目英語 Iを受講している薬学部 49名(以下グループ 1) ，生命工学部 36










グテストと IC レコーダに音声を録音する 半直接スピーキングテス トの両
方を受験してもらった。
スピーキングテスト内容は Hirai& Koizumi (2009)が中級レベルの英語
学習者を対象に開発した StoryRetelling Speaking Test (SRST)を用いた。
ただし，本研究では， Hirai & Koizumi (2009)が実施したような初見の英
語を リテ リング(reteJling)するのではなく，授業で学習した英文内容をリ
テ リング し，その後話の内容に関する 質問に答える形式をとった。なお，
通常の授業では， リテ リング活動は実施していない。 しかしながら，調査
参加者が IC レコーダの使い方がわか らないという理由でテスト にマイナ
スの影響を与えないように，テスト実施前の授業で，テス トとは別の教材
を使いリテ リングの活動を行い，リ テリングの内容を ICレコーダに録音す
る活動を行った。
直接テストと半直接テストそれぞれのテストには，日IJの教材(教材 A・
教材 B)を用いた。教材 A'Bは授業で使用しているテキスト NewHeadway 
Video Beginner( Oxford)の Episodel' Epi sode 2であり ，それぞれの readability
は Fleschreading easeテストにおいて教材 A (Episode 1)が 98.3，教材 B
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(Episode 2)が 93.5であった。両教材 とも初級レベルであり ，readability 
は同 レベルと 言える 。
テスト事前に調査参加者にアンケートを取ったところ ，中 ・高等学校で
スピーキングテストを経験したことがないと答えた調査参加者は 85名中 ，
38名(約 44%) であったため，初めてのスピーキングテス ト形式のほうが
緊張すると考え，グループごとにスピーキングテス ト形式の順番を変えた。
グループ 1には最初に直接テス ト (教材 A)を，翌週に半直接テスト(教
材 B) を実施した。ま た，グループ 2には最初に半直接テス ト (教材 B)
を， 翌週に直接テスト (教材 A) を実施した。表 2は実験の概要を表 して
し、る。
表2 実験の概要
参加者 | テスト l回目 ァスト2回目
グループ 1 I直接テスト 教材A 半直接テスト 教材B
グループ2 I半直接テスト 教材B 直接テスト 教材A
調査参加者には，スピーキングテス トを実施する こと，スピーキングテ
ストの 内容は授業教材の リテリングをしてもらう こと，その後教材の 内容
に関して二つの質問が関われる ことを事前に知らせた O リテリングを行う
教材の範囲は伝えたが，リテリング後に行う質問の 内容は知らせなかった O
調査参加者は リテ リングに関しては事前に準備をしてきてもいいが，テス
ト中は，プリン ト， 筆記用具等の持ち込みはすべて禁止し，口頭でリテ リ
ングを行うように指示した。
テストの実施場所は半直接テス トにおいては通常授業で使っている教室




を 10台準備し，こちらも準備ができたものから ICレコ ーダに録音するよ
う指示した。 スピーキング中は，発話において失敗したとしても ，そのま
ま続けて録音するよう指示し，録音 をし直すことは禁止 した。 リテリング
後の教材の内容に関する 質問に関しては，半直接テス トの場合，紙面上に
質問内容を記した。直接テストの場合は，調査者が英語で質問をした。
両テス トとも ，リテ リング後本文に関する質問は，以下のとおりである 。
1) Did you like this story? If you like this story， tel me why. If you don't， why 
notワ
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力の上達に関しての 7項目を問い， 5件法で評価してもらった。 5が「とて
もそう思う J， 4が「そう思う J， 3が「どちらともいえなしリ ，2が「そ




トの差異を確認するために ，対応のある t検定を行った結果，緊張度 (1(167) 
= -2.19，p = .03， d=ー0.34)，難易度 (1(167) = -2.60，p = .01， d=ー0.40)，好
意性(t(167) = 2.50，p = .013， d= 0.39) ，実力の発揮(t(167) = 2.91，p = .00， 
d = 0.45)に関する 4項目においてそれぞれ有意差が見られた。一方，公平
さ(t(167) = 1.14，p = .25， d= .18) ，テストの有益性(t(167) = 0.52，p = .60， 
d = 0.08) ，英語力の上達 1(167) = 1.22，p = .23， d= 0.19) に関しては，有
意差は見られなかった。
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表 3 テストに対する情意面に関するアンケー ト結果
直接ァスト 半直接テスト
t値 効果量
人主主 平均 僅準偏差人数平均 還準偏差 (d) 
①緊張度 84 4.06 1.08 85 4.39 0.86 2.19 0.34 * 
②公平さ 84 4.07 0.99 85 3.89 1.02 1.14 0.18 
③難易度 84 3.32 1.04 85 3.75 1.11 2.60 0.40 * 
④好意性 84 3.65 0.98 85 3.29 0.90 2.50 0.39 * 
⑤実力の発揮 84 2.99 2.54 85 2.54 1.02 2.91 0.45 * 
⑥テストの有益性 84 4.02 0.96 85 3.95 0.80 0.52 0.08 
⑦英語力の上達 84 4.00 1.01 85 3.80 0.86 1.22 0.19 



















のでやりやすかった楽しかった」 という 肯定的な意見がある 一方で，




て 「緊張したから英語が苦手だから 」 という理由が一番多かった。一
方，直接テストでは 「要約，スピーキング，リスニング，いろいろな能力



















* p < .05 傘牟 p く 01 
直接テス ト
人数 平均 標準偏差
84 3.79 0.98 
84 4.27 0.98 
84 3.94 1.00 
84 4.02 1.08 
84 4.10 0.98 
半直接テスト 日 効果量
人数 平均標準偏差 U 陣 (d) 
85 3.74 1.07 0.28 0.04 
85 4.30 0.93 0.10 0.02 
85 3.48 1.12 2.81 0.43 *ネ
85 4.08 1.00 .0.44 '0.07 



























































する認識に影響を及ぼしたと 言 えそうであるが，これに関 してはさらなる
調査が必要である。スピーキングテストの多くは，今後， コンビュータ技














最後に，今後の課題を 3点述べる。 l点 目は，今回は授業担当者が試験
官 (調査者)であったため，直接テストのほうが好 ましいという結果が出
たかもしれない。初対面の試験官であった場合， どのような結果が出るか
さらなる調査の必要がある o 2 点 目は，今回の調査は，学習者の情意面に
焦点をあてるだけで，スピーキングテス トのスコアは対象としなかった。
今後それぞれのスピーキングテス トのスコアとテスト形式の関係を調査す
る必要がある 。3点 目として ，今回の調査はスピーキングテス トそのもの
に慣れて いない学習者を対象とした。今後 ，スピーキングテストを重ね慣
れたころに ，直接テス トと半直接テス トを実施した場合，どのような反応
や認識を示すか調査してみる 価値はあると考えられる 。
注
1) 直接スピーキングテス トで l名欠席者がいたため，合計 84名になっている。
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そう恩わ'.い 、 そう思う とてもそう思うわない 伝L
今回のスピーキングテストでは以下のどのカが評面された(0'どの力が必要だ)と思いますかっ
8読解能力
9スピーキングカ
10コミュニケー ション能力
11尭膏カ
12言語知識の活用(文法力、語集力等)
13今週と先週田スピーキングテストではどちらのほうがいいと思いますか。
その理由(
1 IC向対面式 3どちらともいえない
?????』?
